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一

ﾛ被告(窟)■■■皇_〆
口補助参加人等

一 日 ｜平成/0年 ？

者

期 月○○日 と1 後／0時 00分

、

一

室

ロ
|被尋 間者氏名 正

間時間 ｜計､卸分( /Oll寺30分～// l'*20分（うち休憩一分) )尋

’ テープ ／ 本特 要

(初縞必要日）
I

告，
Ju、 日 （最終稲i必要日） 月月 日

★反訳に当たっては、必ず「反訳についてのお願い」をご一読ください。

★添付書類（し印を付したもの）

口事案の概要等を記栽した書面ぱ被尋問巷の陳述書コピー（乙2芋）
口尋問邪唖書コヒ｡－ 口書証コヒ．－（ ）

__‐‐__‐‐‐_‐‐‐_‐‐_‐‐_‐__‐__‐‐‐__‐‐‐‐‐__‐‐‐‐_‐‐‐‐‐ー畠－－－－．.____‐____-....-____‐

★反訳に当たっては、必ず「反訳についてのお願い」をご一読ください。

★添付書類（し印を付したもの）

口事案の概要等を記栽した書面ぱ被尋問巷の陳述書コピー（乙2芋）
口尋問邪唖書コヒ｡－ 口書証コヒ．－（ ）
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★あなたの反訳範囲は、以下のとおりです（該当個所にし印） 。

豚単独反訳の場合

テープ"の最初 →最後まで(約切分）

★あなたの反訳範囲は、以下のとおりです（該当個所にし印） 。

豚単独反訳の場合

テープ"の最初 →最後まで(約切分）ざモ

口分割反訳の場合

ロテープ①の最初 →テープ ｶｳﾝﾀｰN･ まで（約 分） ｜

｜
（ ）

ロテープｶｳﾝﾀｰNo → テープ ｶｳﾝﾀｰNo まで（約 分）

〕 〔 〕r
L

※テープが①から②へとリレーされる前後の3分間は、①、②に重複し

て録音がなされていますので、ご注意下さい。

口分割反訳の場合

ロテープ①の最初 →テープ ｶｳﾝﾀｰN･ まで（約 分） ｜

｜
（ ）

ロテープｶｳﾝﾀｰNC → テープ ｶｳﾝﾀｰNC まで（約 分）

〕 〔 〕r
L

※テープが①から②へとリレーされる前後の3分間は、①、②に重複し

て録音がなされていますので、ご注意下さい。
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☆以下､時間の流れに沿って､尋問用語等を記載しました｡なお､書記官の手控え
0

も兼ねて作成しておりま寸ので､読み苦しい字も多いかと存じますが､三璽立会左旨に‐
ついて不剛な点馨ありましたら､涼旗なく担当書記，宮までお問い合わせ下さい。

-凡例

(内線 ）

J:裁判官(長) X 代:原告 代理人 Y 代:被告 代理人

臘鯛
0

柵捌･瞬認I
8

専門用語･固有名詞･参考馴項 特記事項



立会メモ継続用紙No.え

特記事項
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(別紙様式第2）

注発言者欄には発言があった者の□にﾁｪｯｸした上,氏名を記載する｡
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立会メぞ

神戸地方裁判所姫路支部民事1係 担当書記官○○○○内線○○○

事件番号 平成9年(ﾜ)第○○○号
ヨー

●

① ｡

｡

発

言

者

●

p■巳

一｡ ‐

画裁判官 ○ ○○○

国原告ら 画代理人 国○○○○.□

図被告 回 代理人 面○○○○口

ロ補助参加人等

期 日
ゆ ●

平成12年○月○○日午後1時30分

被尋問者氏名 証 人○○○○

尋問時間

特
急

８
８
８
８
0

0●。.‐●●●｡｡●●■●●●ロ
ロ

０
８
０
０

計50分

｡●の●｡q■■●●■｡■B■｡q■■申■■■●■ ー

テープ 1本

(初稿必要日） 月 白 （修正稿必要日） 月 日

1 当事者原告○○○○
被告○○○○

2わかりにくい名称及び人名
①

！

歯冠の破折顎の骨歯根部歯槽骨（しそうこつ）クッション役炎症前例
○○病院外傷性歯根膜炎傷病名歯髄（しずい) 歯根膜歯肉多角的所見

■ ●

歯ぐき歯根膜腔(しこんまくくう） パノラ.マレントゲン咀噛（そしゃく）
器質的要因心理的要因抗不安薬抜歯(ばつし） カウザルギー疾患
外傷性の抹消神経 「ショウ」 短絡の回路上歯下歯ブリッジ エナメル質
ぞうげ質部位歯冠亀裂様相亀裂線口腔外科流動食派生的顎のガン
会合（かいごう）入れ歯欠損細菌性根絶咀囑機能の障害軽傷セメント質
心･因性外的要因

S尋問順序および反訳における依頼事項

別紙のとおり

● 。
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原告代理人（○○）
甲第17号証を示す
原告代理人が「はにく」と言っているのは、 「歯肉〈しにく）」のことです。 （以後、す
べて「歯肉」 と反訳してください｡）
原告代理人が「器質的な所見は認められない」 と言っていますが、 「器質的退豊所見は
認められない」 と反訳してください．。
鉦人が「むこうの先生も」 と言っていますが、 「Qg遇堕の先生も」 と反訳してくださ
い。

証人が「おそらく、 しんさしても」と言っていますが､. 「おそらく、塗ましても」と反
訳してください。

被告代理人（○○）
証人が「このような病名を付ける場合は、 （だしんず？）と言いまして． 。 。 」 と言っ
ていますが、 （ ）部分が聞き取れにくいのでも 「このような病名を付ける場合は、虹塗
と言いまして、歯が見えている歯冠部分を歯科用ピンセットでj と反訳してください。

裁判官

裁判官が「物理的損傷が見える場合がありますか｡」 と質問しているのに対して、証人
が『あり.ます。 ・ 。 ． 」と答えていますが、 「 ・ ・ ・ 」部分は聞き取りにくいので‘『あ
ります．少し、歯が抜けちゃう場合があるんです｡」 と 「 ・ ・ ・ 」部分を削除して反訳
してください。 （特に意味をなさないので。）

以 上

歯の名称が記載されている甲第17号証を添付していますので、参照してください。＊
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(別紙様式2）
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注発言者欄には，発言があった者の□にチェックした上，氏名を記載する。

I

’－202－

l

』

二立会メ 号E

● ｡

浦和地方裁判所第1刑事部 担当書記官○○○○ 内線○○○

事件番号 平成1 1年（わ）第○○○号

発

．＝‐
pーr

者

図裁判官

掴検察官

圃被告人

圃弁護人

胴裁判長 口裁判官 口裁判官

○O○○

○○.○○

○○○○

期 日 平成l 1年○○月○日午後3時～（第5回公判）

被尋間者氏名 被告人○○○○

尋問時間

特
急

●
甲
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Ｄ
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Ｏ

計1 12分(15時03分～16時55分（うち休憩 0分))
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一一四

テープ， 2本

(初稿必要日） 月 日 （修正稿必要日） 月 日
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異議申立棄却決定 ｜固有名詞等
！ （登場人物）

検察官あなたの日記を見ると･ ･ ･ I 。｡｡。(被害者）
⑧弁護人の「質問があいまいですのでI O○○○
特定してください。 」の次は，以下の1 ○○○（共通の友達）
とおりにしてください。 l生goo(片○ではありませ
裁判長
今の質問には答えられないで！ （地名）
すか。検察官の質問は期間をI 晴海 、
特定しているのではなく、終I 幕張
始という意味ですから、そう I 船橋
い．う質問だと思って答えてく ！ お茶の水
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なお， この後に被告人が検察官の質問； 上野
に対して「はい。 ．’ 「はい。」と相槌； 春日部
を打つように答えている部分は反訳不I 越谷
要です。 ｜庄和町
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注発言者欄には， 発言があった者の□にチェックした上，氏名を記載する。
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(別紙様式第2）

注発言者欄には，発言があった者の□にチェックした上，氏名を記載する。
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立会メ ニE

札幌地方裁判所 刑事3部 担当書記官○○○○内線○○○

事件番号 昭和
■

●睡函 10年（わ）第○○○
ロ
万

発

言

者

回裁判官

団検察官

回被告人

函今F護人

回裁判長 口裁判官 口裁判官

○○○○

○○○○

○○○○

期 日 平成〃年○月○○日午前｡⑬G時e○分

被尋問者氏名 人○○ ○○

尋問時間

0

特 I

急

0
②

与出

計怜分（す時"分

｡ 否
0－－－■・一一一－－■｡･■’－－－－一一一一－－－．■－－，■。 。■一・■ ・・・－－■、－－
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～ る時ノク分（うち俸憩さ分））
中齢一
守 ■

テープ ／本●

(初稿必要日〉 2月22日 （修正稿必要日） 月 日

尋問 の〃鰭
淀

①○○弁差菫人(継分後.童"違郷分が〃のひ.童"鋤伽却分‘ざ．
童乙鼬な‘､で下独｡）
（約'･蹄愛.O○弁鎮人9吻墨物ざ如く"ろが,､w』力､ら。
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